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＝自然を愛し 人を愛する 
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*戸数  ２１１戸 

 

*人口  男４０８ 女４３３ 

         計 ８４１人 

私たちの区 第２９回区民運動会 １ 

  〃         ２ 

百灯祭 ３ 

長寿祭 ４ 

営農組合設立をめざして ５ 

ふるさと大発見 二階堂仏と二階堂宝蓮院 ６ 

難解語に挑戦 人権標語 西小コーナー ７ 

目次: 
第２９回区民運動会 １０／９ 
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１ 

 

十
月
九
日
（
日
）
、
第

二
十
九
回
区
民
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日

は
雨
で
、
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
秋

晴
れ
の
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
な
り
、
予
定
通

り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

早
朝
か
ら
体
育
協
力
員

さ
ん
た
ち
が
会
場
準
備
を

進
め
て
く
だ
さ
っ
た
お
か

げ
で
開
始
も
遅
れ
る
こ
と

な
く
運
営
で
き
ま
し
た
。

年
々
高
齢
化
が
進
み
、
運

動
会
の
運
営
も
難
し
く

な
っ
て
き
て
は
お
り
ま
す

が
、
区
民
一
同
が
集
え
る

機
会
と
し
て
今
後
も
大
事

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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優勝  第１７組 

準優勝 第１３組 

第３位 第１５組 
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九
月
二
十
四
日

(

土)

、
百
灯
祭
が

奉

行

さ

れ

ま

し

た
。
今
年
は
子
ど

も
た
ち
手
作
り
の

フ
ァ
イ
ア
ロ
ー
ド

で
参
道
が
幻
想
的

な

雰

囲

気

と

な

り
、
例
年
以
上
の

盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。 

ろうそくで飾られた参道 

青年クラブ「輪話和」の金魚すくいコーナー 
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十
月
三
十
日
（
日
）
、
桂
城

神
社
で
長
寿
祭
が
奉
行
さ
れ
、

米
寿
・
還
暦
・
喜
寿
の
方
々
が

参
拝
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

米
寿 

 

時
永 

き
く
ゑ
さ
ん 

島
路 

冨
美
子
さ
ん 

上
野 

た
つ
の
さ
ん 

上
野 

 

ま
す
さ
ん 

片
山 

 

正
七
さ
ん 

朽
木 

 
 

譲
さ
ん 

喜
寿 

 

上
野 

い
と
さ
ん 

北
村
す
み
子
さ
ん 

西
堀 

房
江
さ
ん 

貫
名 

季
二
さ
ん 

阪
東 

き
ぬ
さ
ん 

安
澤 

清
則
さ
ん 

安
澤 

敏
子
さ
ん 

還
暦 

 

川
並 

弘
隆
さ
ん 

西
堀 

 

康
さ
ん 

清
水 

弘
子
さ
ん 

阪
東 

祥
子
さ
ん 

阪
東 

和
子
さ
ん 

安
澤 

道
夫
さ
ん 

 

還暦（数え年６１歳） 
 

十干十二支で言い表された暦が

60年でひと巡りして最初に戻るこ

とで還暦と言う 

 

喜寿（〃７７歳） 
 喜の字のお祝い。喜の字を草書

で書くと （ 七十七）と読めること

から きた｡ 

 

米寿（〃８８歳） 
米の字を分解すると （八十八） 

になることから。 
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農
業
所
得
の
申
告 

方
法
が
変
わ
り
ま
す 

  

今
ま
で
は
反
当
た
り
標

準
金
額
か
ら
計
算
し
て
申

告
し
て
い
ま
し
た
が
、
十

八
年
分
か
ら
す
べ
て
収
支

計
算
を
し
て
必
要
書
類
を

添
付
し
て
申
告
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

十
八
年
一
月
一
日
か
ら

が
始
ま
り
で
す
の
で
、
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

 

■
収
入
金
額
と
な
る
も
の 

 

・
農
産
物
の
販
売
金
額

（
米
・
麦
・
野
菜
等
） 

・
農
産
物
の
家
事
消
費
分 

・
雑
収
入 

（
補
助
金
、
共
済
金
等
） 

■
必
要
経
費
と
な
る
も
の 

 

・
雇
人
費
・
小
作
料 

・
水
利
費
・
減
価
償
却
費 

・
租
税
公
課
費
・
農
具
費 

・
修
繕
費
・
動
力
費 

・
種
苗
費
・
肥
料
費 

・
飼
料
費
・
農
業
衛
生
費 

・
諸
材
料
費 

・
農
業
共
済
費 

・
土
地
改
良
費 

 

以
上
の
請
求
書
、
領
収

書
、
通
知
書
等
を
保
存
し

て
お
き
、
ノ
ー
ト
へ
記
帳

し
て
お
く
こ
と 

  

今
後
、
農
談
会
等
で
説
明

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
各
種
協
議
会
、

農
談
会
等
に
は
必
ず
ご
出

席
く
だ
さ
い
。 

 

集
転
地
内
の
野

菜
が
順
調
に
生
育

し
て
刈
り
取
り
出

荷
の
時
期
を
迎
え

ま
し
た
。
甲
良
町

シ
ル
バ
ー
会
員
さ

ん
に
お
手
伝
い
い

た
だ
き
、
順
調
に

刈
り
取
り
出
荷
が

な

さ

れ

て

い

ま

す
。
下
之
郷
の
シ

ル
バ
ー
さ
ん
も
よ

ろ
し
く
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。 

  

 

十
一
月
十
九
日(

土)

、

農
業
組
合
の
先
進
地
研
修

で
加
古
川
市
八
幡
地
区
を

訪
問
し
ま
し
た
。 

 

八
幡
地
区
で
は
六
集
落

六
四
二
戸
が
参
加
す
る

「
農
事
組
合
法
人
」
を
今

年
五
月
に
設
立
さ
れ
て
い

ま
す
。 

目
的
は 

①
地
域
農
業
の
持
続
的
発

展 ②
女
性
・
高
齢
者
の
人
材

活
用
に
よ
る
農
産
加
工
や

精
算
直
売 

③
小
規
模
農
家
の
農
地
の

受
け
手 

で
す
。 

 

農
業
の
集
落
リ
ー
ダ
ー

の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足

の
た
め
農
業
の
時
速
的
発

展
が
緊
急
の
課
題
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
安
定
的
な
農

業
経
営
の
実
現
に
向
け
て

平
成
十
五
年
度
か
ら
検
討

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

十
六
年
度
に
は
六
集
落

全
戸
の
合
意
を
得
、
平
成 

  

十
七
年
五
月
に
「
八
幡
営

農
組
合
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。 

  

計
画
の
あ
る
段
階
ま
で

は
各
駅
停
車
の
鈍
行
な
み

の
進
度
で
あ
っ
た
の
が
後

半
は
急
行
列
車
の
よ
う
に

急
展
開
し
て
い
っ
た
と
の

こ
と
。 

 

下
之
郷
区
で
も
来
年
一

月
の
設
立
を
目
標
に
今
急

ピ
ッ
チ
で
準
備
作
業
が
進

ん
で
い
ま
す
。 

 

営農コーナー 

１７年度農業 

 米の収穫に続いて麦の播

種も終了し順調に成長し喜

ばしいことです。圃場の排

水管理に配慮もお忘れなく

お願いします。  

樹木の剪定 

①のこぎりで主枝先端から順に立った太 

 い枝を間引きしましょう。 

②同じく主枝先端から順に混んでじゃま 

 になる太い枝を間引きしましょう。 

③主枝等の伸ばしたい枝を一本決め、競 

 合する枝をハサミで間引きましょう。 

④伸ばしたい枝は下芽、横芽の上で切り 

 返しましょう。切り落とす長さは充実 

 程度にもよりますが、前年の伸びた枝 

 の三分の一程度にしてください。 

⑤実のなり方を頭に入れ、混んでいると 

 ころの細い枝を間引きしましょう。 
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下之郷の

 

奈
良
の
西
大
寺
本
坊
二
聖
院
に
伝
わ
る

末
寺
帳
か
ら
下
之
郷
に
は
明
徳
二
年

（1
3

9
1

）
に
は
二
階
堂
寶
蓮
院
と
い
う
二

階
堂
氏
の
菩
提
寺
が
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。 

二
階
堂
氏
と
は
藤
原
南
家
武
智
麻
呂
を

祖
と
し
藤
原
行
政
は
頼
朝
に
仕
え
鎌
倉
二

階
堂
に
住
ん
で
二
階
堂
を
名
乗
り
近
江
源

氏
佐
々
木
氏
と
も
親
交
が
あ
り
鎌
倉
幕
府

の
重
臣
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
二
階
堂
道

蘊
（
貞
藤
）
は
近
江
甲
良
庄
下
之
郷
に
屋
敷

を
構
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
淡

海
温
古
録
） 

ま
た
こ
の
寺
は
信
長
の
近
江
進
攻
に
よ

り
廃
さ
れ
本
尊
で
あ
っ
た
丈
六
仏
は
安
土

の
浄
厳
院
の
本
尊
と
し
て
納
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
浄
厳
院
の
解
体
記
録
（
滋

賀
県
教
委
）
に
よ
り
明
ら
か
で
す
。 

二
階
堂
寶
蓮
院
は
下
之
郷
の
ど
の
辺
に

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
地
名
は
歴
史
の
鏡

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
小
字
寺
側
か

小
字
二
階
堂
の
ど
ち
ら
か
と
考
え
る
の
が

素
直
と
思
い
ま
す
。 

 

此
付
近
二
階
堂
宝
蓮
院
址 

 
奈
良
西
大
寺
本
坊
二
聖
院
の
末
寺
帳(

明
徳

二
年 
一
三
九
一
年
九
月)

に
よ
る
と
、
西
大

寺
の
近
江
八
末
寺
の
筆
頭
が
二
階
堂
宝
蓮

院
、
次
が
佐
々
木
慈
恩
寺
と
あ
り
ま
す
。
宝

蓮
院
は
、
二
階
堂
氏
の
菩
提
寺
、
慈
恩
寺
は
、

佐
々
木
氏
の
そ
れ
で
あ
っ
た
が
、
何
れ
も
信

長
に
よ
り
廃
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
信
長

は
安
土
築
城
に
伴
い
慈
恩
寺
跡
に
浄
厳
院

を
建
て
、
宝
蓮
院
の
丈
六(2

.7
3

メ
ー
ト
ル)

の
阿
弥
陀
如
来(

い
わ
ゆ
る
二
階
堂
仏)

を

も
っ
て
本
尊
と
し
ま
し
た
。 

 

二
階
堂
氏
は
、
藤
原
南
家
の
流
れ
を
汲
む

豪
族
で
、
貞
藤(

道
蘊)

は
、
鎌
倉
幕
府
最
後
の

政
所
執
事
で
あ
り
、
後
醍
醐
天
皇
の
誓
書
の

繙
読
を
止
め
る
よ
う
北
条
高
時
を
諌
め
た

幕
府
随
一
の
賢
将
と
い
わ
れ
、
建
武
の
親
政

に
も
活
躍
し
ま
し
た
が
讒
言
に
よ
り
、
こ
こ

下
之
郷
屋
敷
に
蟄
居
、
や
が
て
、
京
都
六
条

河
原
の
露
と
消
え
た(

建
武
元
年 

一
三
三

四
年)

武
将
で
す
。 

  

二階堂仏 

と 



２００５年１１月３０日           広報下之郷             第５６号  

７ 

 
短歌クラブ10月

の詠草から 

伝
来
の
田
を
守
り
つ
つ
豊
作
に
感
謝
の
日
々
を
過
ご
す
老
い
二
人 

 
 

 
 

上
野 

り
ゑ 

雨
降
り
て
大
き
く
な
り
し
白
菜
に
声
を
掛
け
つ
つ
中
打
つ
わ
れ
は 

 
 

 
 

藤
井 

和
子 

老
ゆ
る
と
も
畑
仕
事
に
終
わ
り
な
く
今
日
も
出
来
し
と
感
謝
の
手
合
わ
す 

 
川
並 

千
町 

米
安
く
張
り
合
い
無
き
も
穫
り
い
れ
も
供
出
も
終
わ
り
す
き
焼
き
う
ま
し 

 

川
並
み
よ
子 

 

今
年
の
秋
は
冷
え
込
み
が
一
気
に
進
み
、
野
山
の
紅

葉
が
例
年
に
な
く
見
事
で
す
。
一
方
、
お
元
気
だ
っ
た

方
の
突
然
の
訃
報
に
接
す
る
こ
と
の
多
い
日
々
で
も
あ

り
ま
し
た
。
自
然
の
移
ろ
い
は
年
々
歳
々
変
わ
り
な
く

進
み
ま
す
が
人
の
世
の
で
き
ご
と
は
本
当
に
予
測
で
き

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
区
民
相
互
の

助
け
合
い
が
ま
す
ま
す
大
事
と
思
う
今

日
こ
の
ご
ろ
で
す
。 

●埃及 （   ） 

●和蘭 （   ） 

● 濠 太 剌 利 

（  ) ●葡萄

牙 （   ） 

●英吉利 （   ） 

●聖林 （    ） 

●越南 （    ） 

●紐育（    ） 

●倫敦 （    ） 

 
 

今
回
は
、
国
名
や
都
市
名
の
難
解
語
を
集
め
て
み
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
即
答
で
き
た
ら
た
い
し
た
も
の
。
冬
の
夜
長
、
辞
書
を 

 

片
手
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

一
年
芋
掘
り 

 
 

 

十
月
二
十
日
、

一
年
生
は
学
校

の
前
の
畑
に
植

え
て
お
い
た
サ

ツ
マ
イ
モ
掘
り

を
し
ま
し
た
。 

 

み
ん
な
、
ど
ん

な
芋
が
掘
れ
る
の
か
興
味

津
々
。
春
に
植
え
た
き
り

で
、
あ
ま
り
草
取
り
も
で

き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
草
の
中
か
ら
の
宝
探
し

で
す
。
そ
れ
で
も
写
真
の

様
な
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ 

 

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。 

 
 

二
年
米
原
駅
見

学 
 
 
 

 

十
一
月
九
日
、
二
年
生

は
生
活
科
の
学
習
で
米
原

駅
の
見
学
に
出
か
け
ま
し
た
。

新
幹
線
の
電
車
を
間
近
で
見

る
の
は
初
め
て
と
い
う
子
も

あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
の
目
が

輝
い
て
い
ま
し
た
。
帰
り
は
一

人
ひ
と
り
が
実
際
に
切
符
を

買
い
、
改
札
口
を
通
っ
て
琵
琶

湖
線
と
近
江
鉄
道
の
電
車
に

乗
り
ま
し
た
。 

 
 

西
小
資
源
回
収
の 

 
 

 

お
知
ら
せ 

 
  

○ 

日 

時 
 

 
 
 

十
二
月
十
一
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 

８
時
よ
り 

 
   

○
回
収
で
き
る
物    

 
  

追
っ
て
お
知
ら
せ
し 

 
 

ま
す
。 

   

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

 

西小コーナー 

差
別
心 

育
て
ぬ
我
が
家
ほ
の
ぼ
の
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
野 

茂
三 

 

家
庭
は
老
人
か
ら
幼
児
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
理
解
し
て
生

活
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
家
庭
は
、
ど
ん
な
に
立
場
が
違
っ
て

も
、
お
互
い
理
解
し
協
力
し
て
い
く
精
神
を
養
っ
て
い
く
よ
い
協

同
体
で
す
。
明
る
い
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
家
庭
を
築
き
差
別
心
の
な

い
人
間
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 


